
- 1 -

平成 17 年３月期　第３四半期財務・業績の概況(連結) 平成 17 年 1 月 27 日

上 場 会 社 名 Ｋ Ｄ Ｄ Ｉ 株 式 会 社 （コード番号：９４３３　東証第１部）

( ＵＲＬ http://www.kddi.com )
代 表 者 役職名  代表取締役社長 氏名 小野寺　正

問合せ先責任者 役職名  経営管理本部長 氏名 長谷川　淳治 TEL ( 03 ) 6678 – 0712

１．四半期財務情報(連結)の作成等に係る事項

　① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ：無

　② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ：有

　③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ：有　　連結　　(新規) 1社　　(除外) 5社

　　　　持分法　(新規) 1社 　 (除外) 1社

２.平成 17年 3月期第 3四半期財務･業績の概況( 平成 16 年 4 月１日 ～ 平成 16 年 12 月 31 日 )

(1)経営成績(連結)の進捗状況 (注)記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

営 業 収 益 営 業 利 益 経 常 利 益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

17 年 3 月期第 3 四半期 2,194,310 4.3 242,476 3.3 235,636 6.5

16 年 3 月期第 3 四半期 2,104,322 0.8 234,679 101.3 221,197 134.5

( 参 考 ) 1 6 年 3 月 期 2,846,097 292,104 274,547

四半期(当期)純利益
１ 株 当 た り 四 半 期

( 当 期 ) 純 利 益

潜 在 株 式 調 整 後 1 株

当たり四半期(当期)純利益

百万円 ％ 円 銭 円 銭

17 年 3 月期第 3 四半期 154,123 24.9 36,552 79 36,516 97

16 年 3 月期第 3 四半期 123,404 140.5 29,277 89 29,238 16

( 参 考 ) 1 6 年 3 月 期 117,025 27,747 54 27,707 64

(注)① 持分法投資損益 17 年 3 月期第 3 四半期 1,052 百万円 16 年 3 月期第 3四半期 920 百万円

16 年 3 月期 1,439 百万円

② 期中平均株式数(連結) 17 年 3 月期第 3 四半期 4,216,460 株 16 年 3 月期第 3四半期 4,214,928 株

16 年 3 月期 4,214,681 株

③ 営業収益、営業利益、経常利益、四半期(当期)純利益におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率

(2)財政状態(連結)の変動状況

総　資　産 株　主　資　本 株 主 資 本 比 率 １株当たり株主資本

百万円 百万円 ％ 円 銭

17 年 3 月期第 3 四半期 2,559,175 1,137,664 44.5 269,998 00

16 年 3 月期第 3 四半期 2,760,072 1,015,901 36.8 241,083 93

( 参 考 ) 1 6 年 3 月 期 2,639,580 1,009,390 38.2 239,514 78

(注) 期末発行済株式数(連結) 17 年 3 月期第 3 四半期 4,213,602.54 株 16 年 3 月期第 3四半期 4,213,892.11 株

16 年 3 月期 4,213,988.37 株

(3)キャッシュ・フロー(連結)の状況

営 業 活 動 に よ る

キャッシュ ・フロー

投 資 活 動 に よ る

キャッシュ ・ フ ロー

財 務 活 動 に よ る

キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物

期 末 残 高
百万円 百万円 百万円 百万円

17 年 3 月期第 3 四半期 411,392 △1,104 △303,728 303,472

16 年 3 月期第 3 四半期 508,471 △123,900 △279,160 226,726

( 参 考 ) 1 6 年 3 月 期 622,697 △218,465 △328,911 196,518

３.平成 17年 3月期の連結業績予想( 平成 16 年 4 月１日 ～ 平成 17 年 3 月 31 日 )

営 業 収 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益

百万円 百万円 百万円

通　　　　　期 2,914,000 285,000 193,000

( 参考 )１株当たり予想当期純利益　( 通期 )   45,804 円 04 銭
上記予想は、本資料の決算発表日現在で入手可能な情報を基にしており、これらは経済環境、競争状況などの不確実な要因の

影響を受けます。従って、実際の業績は、今後様々な要因によって異なることがあります。


